
「おかやま農業女子」について

おかやま農業女子メンバー：７6名（令和7年3月現在）

○おかやま農業女子のホームページができました！
http://okayama-noujo.com/

○おかやま農業女子のFacebookからも情報発信しています！
https://ja-jp.facebook.com/OWF20140716/

http://okayama-noujo.com/
https://ja-jp.facebook.com/OWF20140716/


岡山で、全国初の「地域版 農業女子プロジェクト」が発足 

平成26年４月、岡山県内の農業女子メンバー２名が農政局を訪れ、「岡山の農業女子が一体となって、地元でオリジ
ナリティある活動を行い、岡山から発信していきたい」と提案。
この主体的な発案を尊重すべく、農政局と岡山県が協力して呼びかけを行い、同年７月に県内のメンバー（当時８名）

ほか岡山県内の女性農業者13名と、サポーター、プロジェクトに関心を持っている農業高校、企業、行政等が集まる会
合が行われ、「おかやま農業女子」が発足。

   ○「おかやま農業女子」参加者（令和7年3月）
女性農業者76名 （うち農業女子PJメンバー34名）

○応援団
 (株)日本政策金融公庫、県立興陽高校、岡山県青果物販売(株)、
西日本高速道路SHD（株）岡山営業所、
岡山在住の農業女子ＰＪサポーターズ等 計18団体

○参加手続き等の窓口
中国四国農政局岡山県拠点地方参事官室（ＴＥＬ：086-899-8610 ）

組織構成

平成26年7月16日
「おかやま農業女子」

始動！
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“おかやま農業女子”に参加しませんか？

“おかやま農業女子”とは

「明るく・楽しく・儲かる」農業を目指
して「おかやま農業女子」を立ち上げました。

農家の跡取り娘、お嫁さん、新規就農者など、
いろいろな立場ですが、みな農業が好きで、
誇りを持って岡山で農業に取り組んでいます。

県内の女性農業者が企業、異業種、学生や高
校生の方々などとの「新たなつながり」をひ

ろげ、「農業×女性○○」のコラボレー
ションによって、「新たな価値」を生み出し、
提供・発信していくネットワークです。

同時に、それは、私たち自身のスキルアップ
や経営発展、そして結束強化につながるもの
と考えています。

○

○

○

○

こんな活動をしています

○企業、異業種等と連携した新商品やサービスの開発

○マルシェ、イベント等への参加

○新たな販路の開拓

○勉強会、交流会など

今後の夢

○岡山の農業を、経済を、地域を、
もっと元気にしていきたい！

○わたしたちの作ったものを、
より多くの人たちに、想いとともに届けたい！

○次世代の農業女子（男子も）育てたい！

○全国の農業女子と力を合わせて、
農業・農村のイメージを変えたい！

“おかやま農業女子”に参加しませんか？

参加を希望される方は、
事務局の中国四国農政局岡山県拠点
地方参事官室までご連絡ください。
電話：086-899-8610

“おかやま農業女子”の森安かんな代表
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おかやま農業女子

○「おかやま農業女子」の社会的認知度
向上

○地元企業とのコラボ促進

○「農業女子PJ」、他県の農業女子との
連携

○経営力向上、販路の拡大

○次世代の育成
 

おかやま農業女子について

目 的 具体的な活動 今後の展開と目標

推進会議

マルシェ出店・

新商品開発など

セミナー・

ワークショップ

発展

○経営発展をめざす取組
・おかやま農業女子の発案による取
組を関係者が支援

○マルシェへの出店や経営発展に向け
た勉強会の開催
・販路拡大・新商品開発等

「農業女子プロジェクト」のメンバーを中心に、岡山県内の女性農業者がお互いに交流しながら、
実需者、消費者等との新たな連携、販路拡大等による経営発展に向けた活動を主体的に実践

・「おかやま農業女子」の経営発展
・就農する女子の増加

○農業女子ＰＪメンバー（岡山県
在住）を中心に県内女性農業者
が連携

○参加者相互の刺激で経営力向上
○「面」での活動でパワーアップ

女子の力で農業を変える取組を
岡山から発信！！
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おかやま農業女子 活動のコンセプト
○各自の経営発展をめざすものとすること
○主役はあくまでも 農業女子自身であること
（女子が主体的に発案し実行、関係者はこれを後押し）

○積極的な情報発信を通じて農業のイメージを変えること

平成26年度の取組

農業女子プロジェクトin岡山
（26年7月）

天満屋倉敷店に常設コーナー
設置（26年12月）

農産加工企業研修会
（26年11月）

おかやま農業女子応援セミナー
＆交流会（26年12月）

吉備高原フェスタ
with興陽高校
（26年10月）
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おかやま農業女子大交流会
～夢を語り合おう～
（27年４月）

吉備高原フェスタ
with興陽高校
（27年10月）

やまと凜々アグリネット＆
おかやま農業女子合同セミナー

with農業高校女子
（28年１月）

おかやま農業女子セミナー
＆交流会

（27年９月）

平成27年度の取組

山陽自動車道・吉備SA下り線
「秋の収穫祭」
（27年９月）

秋のまちはな！
フェア出店

（27年11月）

吉備SA下り線に常設
コーナー設置
（27年４月）

５

おかやま農業女子 活動のコンセプト
○各自の経営発展をめざすものとすること
○主役はあくまでも 農業女子自身であること
（女子が主体的に発案し実行、関係者はこれを後押し）

○積極的な情報発信を通じて農業のイメージを変えること



パワーアップワークショップ
～名刺を持って飛びだそう～

（28年４月）

岡山淳風会タニタ食堂と
のコラボイベント
（28年７月）

山陽自動車道・吉備SA下り線
「秋の収穫祭」
（28年９月）

「みんなではぐくむ♪
にっぽんの食」地域産
品魅力発信イベント
by イオンモール岡山
（28年10月）

地元百貨店とコラボ
したお中元イベント
（28年６月）

岡山ダイハツとのコラボ
「ダイハツマルシェ」

（28年７月）

平成28年度の取組

吉備高原フェスタ
with興陽高校
（28年10月）

自民党骨太PTとの現地
意見交換会by 岡山市

（28年10月）

おかやま農業女子 活動のコンセプト
○各自の経営発展をめざすものとすること
○主役はあくまでも 農業女子自身であること
（女子が主体的に発案し実行、関係者はこれを後押し）

○積極的な情報発信を通じて農業のイメージを変えること
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おかやま農業女子 活動のコンセプト
○各自の経営発展をめざすものとすること
○主役はあくまでも 農業女子自身であること
（女子が主体的に発案し実行、関係者はこれを後押し）

○積極的な情報発信を通じて農業のイメージを変えること

セミナー＆交流会 
～プレゼンで儲ける！働く女性
の伝わる話し方レッスン～

（29年４月）

山陽自動車道・吉備SA下り線
「秋の収穫祭」
（29年９月）

「日本学校農業クラブ
全国大会岡山大会」
ワークショップ出店
（29年10月）

岡山ダイハツとのコラボ
「ダイハツマルシェ」

（29年７月）

平成29年度の取組

吉備高原フェスタ
with興陽高校
（29年10月）

香川県西讃地域女性
農業者との交流会
（29年７月）岡山淳風会タニタ食堂と

のコラボイベント
（29年７月）

第２回大地の力コンペ
 「輝く農業賞」受賞

（30年３月）
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おかやま農業女子 活動のコンセプト
○各自の経営発展をめざすものとすること
○主役はあくまでも 農業女子自身であること
（女子が主体的に発案し実行、関係者はこれを後押し）

○積極的な情報発信を通じて農業のイメージを変えること

セミナー＆交流会 ～実践！経営講座
～現状把握と目指す

農業経営者になるために～
（30年５月）

山陽自動車道・吉備SA下り線
「秋の収穫祭」
（30年９月）

岡山ダイハツとのコラボ
「ダイハツマルシェ」

（30年11月）

平成30年度の取組

秋のまちはなフェア
（30年11月）

おかやま農業女子情報交換会
（30年９月）

レオパレス２１との
料理教室

（30年12月） ８



令和元年度の取組

お悩み解決！
お料理教室

（31年４月）

第４回アグリ・夢・みらい塾
兼農業女子フォーラム

（元年７月）

おかやま農業女子収穫祭
in吉備SA下り線
（元年９月） ９

おかやま農業女子 活動のコンセプト
○各自の経営発展をめざすものとすること
○主役はあくまでも 農業女子自身であること
（女子が主体的に発案し実行、関係者はこれを後押し）

○積極的な情報発信を通じて農業のイメージを変えること

ダイハツマルシェ
（元年７月）
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Webを利用した交流会
（２年５月）

毎月第１水曜日、岡山シティエフエムが夕方に
放送している「夕刊ラジオ～レディオ モモ」に、
おかやま農業女子のメンバーが月替わりで出演
し、自身の農作物の紹介と農業・食に関するコ
メントをしました（画像はありません）。

岡山ガス×おかやま農業女子
コラボ料理教室（２年７月）

令和２年度の取組

おかやま農業女子マルシェ
in農マル園芸吉備路農園

（２年11月）

農マル園芸吉備路農園内には、おかやま
農業女子コーナーが新設されました。

おかやま農業女子収穫祭
in吉備SA下り線
（２年９月）

おかやま農業女子 活動のコンセプト
○各自の経営発展をめざすものとすること
○主役はあくまでも 農業女子自身であること
（女子が主体的に発案し実行、関係者はこれを後押し）

○積極的な情報発信を通じて農業のイメージを変えること
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令和３年度の取組

今年初参加の無印良品主催の「岡山つな
がる市」（３年１０月、１２月）

吉備SA下り
線リニューア
ルオープンイ

ベント
（３年８月）

夏のおかやま農
業女子マルシェ
（３年７月）

おかやま農業女
子収穫祭

in吉備SA下り
線

（３年１１月）

おかやま農業女子 活動のコンセプト
○各自の経営発展をめざすものとすること
○主役はあくまでも 農業女子自身であること
（女子が主体的に発案し実行、関係者はこれを後押し）

○積極的な情報発信を通じて農業のイメージを変えること

毎月第１水曜日、岡山シティエフエムが夕方に
放送している「夕刊ラジオ～レディオ モモ」に、
おかやま農業女子のメンバーが月替わりで出演
し、自身の農作物の紹介と農業・食に関するコ
メントをしました（画像はありません）。

岡山ガス×おかやま農
業女子コラボ料理教室

（３年１０月）
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令和４年度の取組

情報交換会
（R５年２月）

OKAYAMA
つながる市/岡山
市表町商店街
（偶数月開催）

夏のおかやま農
業女子マルシェ

/天満屋
（R４年７月）

収穫祭
/吉備SA下り線
（R４年11月）

おかやま農業女子 活動のコンセプト
○各自の経営発展をめざすものとすること
○主役はあくまでも 農業女子自身であること
（女子が主体的に発案し実行、関係者はこれを後押し）

○積極的な情報発信を通じて農業のイメージを変えること

毎月第１水曜日、岡山シティエフエムが夕方に
放送している「夕刊ラジオ～レディオ モモ」に、
おかやま農業女子のメンバーが月替わりで出演
し、自身の農作物の紹介と農業・食に関するコ
メントをしました（画像はありません）。



おかやま農業女子 活動のコンセプト
○各自の経営発展をめざすものとすること
○主役はあくまでも 農業女子自身であること
（女子が主体的に発案し実行、関係者はこれを後押し）

○積極的な情報発信を通じて農業のイメージを変えること

交流会
×びんご農業女子会
（R5年10月）

PR出店/日本整形外
科学会学術総会
（R5年5月）

10周年祭キックオフ
ミーティング
（R６年１月）

交換会
＆ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

（R５年9月）

令和５年度の取組

夏のおかやま農業
女子マルシェ

/天満屋
（R5年７月）

つながる市/
イオンモール岡

山参加

収穫祭
/吉備SA下り線
（R５年11月）
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令和６年度の取組

おかやま農業女子 活動のコンセプト
○各自の経営発展をめざすものとすること
○主役はあくまでも 農業女子自身であること
（女子が主体的に発案し実行、関係者はこれを後押し）

○積極的な情報発信を通じて農業のイメージを変えること

農業用ドローン
実演見学会/水車
の里・SEITEN
（R6年11月）

収穫祭
/吉備SA下り線
（R6年11月）

ダイハツマルシェ
（R6年7・１０・１１月）

10周年祭プレ
イベント/ロコ
ロコマルシェ
（R6年5月）

ノートルダム清心女
子大学コラボ企画
（R7年2月）

10周年祭
（R6年7月）



• トップダウンからボトムアップを目指して

• 岡山農業女子会の解散

それぞれの経営スタイル

おかやま農業女子対する想いが違う

これまでの取り組み

○常設コーナーの充実

○メンバーの意識改革

○６次化等のメンバー間のコラボ

◎儲かる農業と儲かる仕組作り
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• プロジェクトごとにチームリーダーを作る

• それぞれの得意分野を活かし、役割分担

• 合意形成を図るように．．．

• 「自分の農業女子」 という意識

• 来年10周年を迎えるにあたり．．．

現在の取り組み
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○岡山の農業を、経済を、地域を、もっと元気にしていきたい！

○わたしたちの作ったものを、より多くの人たちに、
                        想いとともに届けたい！

○次世代の農業女子（男子も）を育てたい！

○全国の農業女子と力を合わせて、農業・農村のイメージを変えたい！

私たちの夢

17


	Slide 0: 「おかやま農業女子」について
	Slide 1
	Slide 2
	Slide 3
	Slide 4
	Slide 5
	Slide 6
	Slide 7
	Slide 8
	Slide 9
	Slide 10
	Slide 11
	Slide 12
	Slide 13
	Slide 14
	Slide 15: これまでの取り組み
	Slide 16: 現在の取り組み
	Slide 17: 私たちの夢

